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競合と異なり、溶媒不使⽤

混ざりもののプラスチック廃棄物をケミカルリサイクル!!!

純粋なPET原料を製造
混合プラスチック原料から、新品の
PET樹脂やポリエステル繊維を再⽣

残ったPE, PP, PS(炭化⽔素)
素材化(マテリアルリサイクル)、

油化(ケミカルリサイクル)

プラスチック廃棄物のリサイクル割合
(出典: 2021年プラスチック循環利⽤協会)

⾼いリサイクル率(85%)
(マテリアル+ケミカル+サーマル)

未利⽤→焼却&埋め⽴て→CO2発⽣ or 環境破壊

サーマルリサイクル→焼却し熱回収→CO2発⽣
ケミカルリサイクル(現状の)

→⾼炉原料等→CO2発⽣

実態は、75%以上が 
Sustainableでない⽅法で処理

プラスチックの⽣産から処分までに発⽣するCO2は4500万トン
(国内総発⽣量の4%)
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⽬標とする技術

混合したプラスチックを
機械選別をせずにリサイクルする技術

現状、リサイクルプラ原料の需要に供給(PETボトル)が
追いついていない

→新技術による原料供給を⽬指す


